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研究成果の概要（和文）：日本語を母語とする英語学習者の主語・述語構造の学習困難性は，日英語の事態認知の相違
の反映であると応用認知言語学の先行研究では言われている。本研究は，英語的な事態の捉え方を学習者に意識させる
指導が，英語主語・述語構造の出現の向上にどのような効果があるかを，日本の大学生を対象に検証した。その結果，
筆記産出，口頭産出両方において，英語的な事態の捉え方を意識させる指導は，指導直後に効果が表れ，その効果は一
足飛びに抽象的な主語・述語構造の習得につながるのではなく，具体的な使用場面で出会う具体的な表現を基盤に少し
ずつ修正を加えることによって主語・述語構造が出現するということが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Previous studies of applied cognitive linguistics have shown that Japanese 
students’ difficulties in learning the English subject-predicate construction reflect a construal 
difference between English and Japanese. This study examined the effect of raising awareness of 
prototypical construal of English on the learning of the English subject-predicate construction. The 
participants were Japanese undergraduates studying English as a foreign language. The results revealed 
that the construal awareness was effective in both written and oral production immediately after the 
instruction. The study also found that its effect did not lead to a sudden abstraction but that the 
construction was learned on the basis of concrete expressions in meaningful language use in an item-based 
manner.

研究分野： 第2言語習得
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１．研究開始当初の背景 
(1)日本の多くの英語学習者の主語・述語構
造の習得が満足な状態ではないということ
が，かなりの研究で指摘されている（例，
Shibata, 2006; 梅原・冨永，2014）。学習者
の多くが名詞句・動詞句という語順を主語・
述語としてではなく主題・解説型構造と捉え
ていることによる主題・解説型誤文（例，
*School uniforms don’t need to wear every 
morning.）を受け入れたり産出したりするも
のである。これは，日本語の主題・解説構造
が，転移したものと考えられる。この現象は，
主題卓越型の言語と主語卓越型の言語の間
に起こる影響として第2言語習得研究で研究
されてきた(例，Han, 2000; Jung, 2004)。 
 
(2)認知言語学を紐解くと，このような日本
語の主題・解説型構造の負の転移は，日英語
の事態認知の相違の反映と説明できる。川瀬
（2015，8 月）によると，英語はモノである
参与者に注目する事態認知を典型とする言
語であるのに対し，日本語はコトである出来
事がおこる場に第1の注目を置く言語である。
言い換えると，主語卓越型である英語は主客
を区別し＜動作主志向的＞に事態を捉える
「する言語」で第 1の注目が個体（主語）に
置かれるのに対し，主題卓越型の濃い日本語
は＜出来事全体把握志向的＞な「なる言語」
で，「ある場においてこうである」と「概念
の場としての主題」に第 1の注目が向けられ
る。日本語話者にとって，英語の参与者に第
1 の注目を置く事態認知は不慣れなものであ
り，学習者が第 1に直面する課題は，この捉
え方の再構築であると言うことができる。 
 
(3) では,どのように教室で捉え方再構築を
促していけばいいのか。事態の捉え方は元来
言語使用の中で具体事例を基盤に徐々に形
成される(Slobin, 1996)ので，意味ある文脈
での言語使用が捉え方再構築の必要条件で
ある(Achard, 2008)。しかし第 2言語習得の
場合，それだけに任せて一般化を促す意図的
な試みがなされない場合，学習者は体験した
事例をあたかも定型表現のように扱い抽象
化が進まない可能性がある(Holme, 2010)。
認知文法（Langacker, 2008）の道具立てで
あるイメージスキーマを用いて，英語の典型
的な捉え方への意識を促すことが一助にな
ると思われる。 
 
２．研究の目的 
本研究では，言語使用の中で，具体事例を経
験させつつ英語的な事態の捉え方を学習者
に意識させる指導が効果的だと仮定し，日本
の大学で英語を学ぶ日本語母語話者を対象
に実験する。設定した研究課題は，英語的事
態の捉え方をイメージ化した図を補助に具
体事例の経験をすることは， 
 
(1)談話レベルの筆記産出において，主語・

述語構造の出現の向上に効果があるだろう
か， 
 
(2)談話レベルの口頭産出において，主語・
述語構造の出現の向上に効果があるだろう
か， 
 
である。 
 
３．研究の方法 
日本の大学で英語を外国語として履修する
初級レベルの学生を対象に実験を行った。上
記の課題（１）を研究するための実験は，下
の（１），課題（２）を研究するための実験
は，下の（２）に該当する。 
 
（１）医療福祉系の大学の教養英語のクラス
３クラスで事前・直後・遅延テストからなる
指導実験を行った。クラス Aを「捉え方の明
示 + 産 出 練 習 群 (Construal Awareness + 
Practice 群，以下 CA 群)，クラス Bを「従来
型文法指導 +産出練習群（ Traditional 
Practice 群，以下 TP 群），クラス Cを統制群
とした。CA 群は 18 名，TP 群は 22 名，統制
群は 25 名の計 65 名であった。指導に充てた
時間は，どの群も，4単位時間（1単位 90 分）
であった。CA群には，英語の典型的な事態把
握であるモノに注目するスル型把握を表す
図を示し，その図に語句を当てはめさせて，
食生活と健康について述べた日本語の文章
を英作文させた。そしてそれを口頭産出練習
させた。TP 群には，CA 群に与えたのと同じ
食生活と健康について述べた日本語の文章
を英作文させて答え合わせをし，主語と述語
動詞を同定させ，口頭産出練習をさせた。統
制群には，CA 群や TP 群に与えた食生活と健
康について述べた例文は与えず，また，主
語・述語構造に関する意識付けも行わず，そ
の代りに，教科書を使った通常授業を行った。
指導前に事前テスト，指導直後に直後テスト，
2 週間後に遅延テストを行った。テストの内
容は，エッセイテストとし，どのテストも
Recent Dietary Habits of Japanese People
という題で，辞書などを何も参照せずに独力
で英語で文章を書かせた。テストの採点は，
節を分析単位とし，全節数に対する正しい語
順の主語・述語構造の割合を産出した。そし
て，各テストごとに各群の平均値を算出し，
3群の平均値の変化を3×3反復測定分散分析
にかけた。 
 
（2）大学の教養英語で外国語として英語を
学ぶ大学生から募集し，自由意思により 56
名に実験の参加者になってもらった。そして
その参加者を，コミュニカティブ捉え方意識
高揚群（コミュニカティブ CA 群，19名），コ
ミュニカティブ暗示的指導群（19 名），非コ
ミュニカティブ捉え方指導群（非コミュニカ
ティブ CA 群，18 名）にランダムに割り当て
た。データ収集は個別に行い，事前テストと



事後テストからなる指導実験を行った。事前
テストと事後テストはどちらも口頭で行わ
れた。テーマが与えられ（例，成功に重要な
のは努力・やる気か，それとも才能か），そ
れに対する自分の意見を，単語リストを参照
しながら英語で述べるというテストだった。
コミュニカティブ CA 群とコミュニカティブ
暗示的指導群には個別教材を用いた指導が
行われた。個別教材には，その参加者が事前
テストで意図していたことが日本語で書か
れていた。この個別教材を用いて，参加者は
事前テストで述べたかったことを再度英語
で述べた。その際，コミュニカティブ CA 群
にはイメージ図を用いて英語の捉え方への
意識が高まるような訂正的フィードバック
を与え，コミュニカティブ暗示的指導群には，
リキャスト等の暗示的訂正フィードバック
を行った。非コミュニカティブ CA 群には，
個別教材ではなく，与えたテーマとは関係の
ない例文を用いて産出練習をさせた。その際，
捉え方への意識高揚をコミュニカティブ CA
群に与えたのと同様の方法で行った。テスト
の採点は，全体の節数に対する正しい語順の
節の割合という観点で行われた。そして，3
群の平均値の変化を 3×2 反復測定分散分析
で分析した。 
 
４．研究成果 
上の研究方法で述べた(1)，(2)のそれぞれの
実験の結果を次に述べる。 
 
(1) 次の図 1 は，CA 群，TP 群，統制群それ
ぞれの筆記産出における主語・述語構造の出
現率の平均値の変化を表したグラフである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１主語・述語構造出現率の変化(筆記) 

 
指導直後では，CA 群の有意な効果が認められ
たが，2 週間後に行った遅延テストでは，三
群の間に有意な差は見られなくなっていた。 
 
 
(2) 次の図 2 は，コミュニカティブ CA 群，
コミュニカティブ暗示的指導群，非コミュニ
カティブ CA 群それぞれの口頭産出における
主語・述語出現率の事前産出から事後産出へ
の平均値の変化を表したものである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２主語・述語出現率の変化(口頭) 

 
3×2反復測定分散分析の結果，事前産出から
事後産出にかけて，コミュニカティブ CA 群
とコミュニカティブ暗示的指導群には有意
な伸びが見られたが，非コミュニカティブ CA
群では有意な伸びが確認されなかった。また，
事後産出では，コミュニカティブ CA 群が他
の２群に比べて有意にまさっていた。コミュ
ニカティブ暗示的指導群と非コミュニカテ
ィブ CA 群の間には，有意差は認められなか
った。この分析に加えて，コミュニカティブ
CA 群とコミュニカティブ暗示的指導群の事
後産出が，どの程度，指導の際に与えた事例
(例文)の記憶に依存しているかを調べた。両
群の事後テストにおける産出のうち主語・述
語になっているものを，まる覚え（3 点）か
ら創造（0点）までの連続体として数値化し，
両群の平均値（コミュニカティブ CA 群，1.7
点；コミュニカティブ暗示的指導群 1.9 点）
を対応のない t検定で比較した。結果は，有
意差が確認されず，どちらの群も，指導され
た事例を基に，語を一部入れ替えて自分の意
図を伝えようとしていることが明らかにな
た。 
 
以上の結果から言えることは，言語使用の中
で，具体事例を経験させつつ英語的な事態の
捉え方を学習者に意識させる指導は，少なく
とも指導直後に効果が表れるということで
ある。そして，それは一足飛びに，抽象的な
主語・述語構造の習得につながるのではなく，
具体的な使用場面で出会う具体的な言語表
現を基盤に少しずつ修正を加えることによ
り主語・述語構造が出現するということが示
された。これは，言語習得は基本的には用法
基盤で，数多くの言語事例に触れることが必
須であるということを示唆している。また，
自分の表現したい意味とは関連のない例文
で事態の捉え方を意識させても効果がない
ことも明らかになった。このことから，英語
の主語・述語構造の発達に何より重要なこと
は，生徒が興味を持てる教材で豊富な具体事
例に触れさせ，その中で，英語的な事態の捉
え方への意識高揚を根気強く行っていくこ



とであると結論付けることができる。本研究
は，一見容易に思える主語・述語構造が日本
語を母語とする英語学習者にとっては習得
が一筋縄でいかないこと，そしてその克服の
ためには目に見えない認知の問題に教師が
意識を向け根気強く指導を行っていくこと
の重要性を示唆している点で，日本の英語教
育への意義が認められる。さらに，国際的に
みると，北米やヨーロッパでの第２言語習得
研究・英語教育学が主流である中で，言語的
に離れているとされる日本語を母語とする
英語学習者の母語の影響とそれを克服する
ための指導を，応用認知言語学の視点から研
究したという点でも先端をいくものである。
本研究は，実際の教室での授業ではなく，個
別に行った実験研究だった。今後，実際の教
室の中で，生徒が興味を持てる教材で豊富な
具体事例に触れさせ，その中で，英語的な事
態の捉え方への意識高揚を根気強く行って
いくことを行い，縦断的にデータをとって検
証していくことが課題である。 
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